
９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」

防
災
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
展
示
で
チ
ェ
ッ
ク
。
メ
ー
ル
で
の
情
報
提
供
も

28
年
上
半
期
（
１
～
６
月
）
の
消
防
統
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　
９
月
は
台
風
が
多
発
し
、
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
屋

の
点
検
や
避
難
場
所
の
確
認
な

ど
を
家
族
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

避
難
所
・
避
難
場
所
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
防
災

マッ
プ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
に
役
立
つ
展
示

　
８
月
29
日
か
ら
９
月
２
日
㈮

ま
で
、
市
役
所
１
階
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
「
防
災
・
減
災
フ
ェ

ア
」
を
開
催
。
家
具
固
定
器
具

や
非
常
持
ち
出
し
品
、
災
害
関

連
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
、
家
庭

で
の
防
災
・
減
災
対
策
に
役
立

つ
展
示
を
行
い
ま
す
。
９
月
１

日
㈭
は
、
先
着
１
０
０
人
に
県

住
宅
再
建
共
済
基
金
か
ら
耐
震

パ
ッ
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

メ
ー
ル
で
緊
急
情
報
配
信

　
市
に
関
係
の
あ
る
災
害
情
報

を
メ
ー
ル
で
受
け
取
れ
る
「
か

わ
に
し
安
心
ネ
ッ
ト
」。
外
出

時
や
就
寝
時
で
も
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
情
報
を
取
得
で
き
ま

す
。
登
録
はkaw

anishi@
bosai.net

に
空
メ
ー
ル
を
送

信
す
る
か
、http://bosai.

net/kaw
anishi/

に
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　市では、県が開催する「ひょうご防災リーダー講座」を

修了し、防災士資格試験に合格して防災士登録を行った市

民を対象に、受講費用の一部を助成します。助成希望者は、

同講座を申し込みの上、９月 30 日㈮までに危機管理室へ電

話、または窓口で申し込んでください。定員は先着 10 人。

　９月９日㈮は「救急の日」、４日㈰から 10

日㈯までは、「救急医療週間」です。救急医

療と救急業務に対する正しい理解と認識を

深めるために、「QQ ひろば」を開催します。

　会場ではおとなや子どもに対する心肺蘇

生法や AED の使用方法、119 番通報体験コー

ナー、チビッコ QQ 隊員撮影会などを行い

ます。

火
災
概
要

　
火
災
件
数
は
21
件
。
建
物
火

災
が
10
件
で
最
も
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
出
火
原
因
は
「
放
火
」
が
８

件
で
ト
ッ
プ
で
す
。

　

建
物
の
焼
損
床
面
積
は

１
０
０
平
方
㍍
、
損
害
額
は

１
６
９
７
万
２
０
０
０
円
、
火

災
に
よ
る
負
傷
者
は
２
人
で

す
。

　同共済基金が９月１日㈭・５日㈪、10 月３日㈪、11 月

１日㈫、12 月５日㈪午前 10 時から午後４時まで、市役

所１階市民ギャラリーで説明と申し込みの受け付けを行

います。

　同共済は年額 5,000 円で、全壊・半壊住宅の再建・購

　近年、各地で地震が頻発しています。地震の被害を軽

減するためには、住まいの耐震化を図ることが大切です。

市では、専門家が耐震性を診断する簡易耐震診断を無料

で実施しています。ぜひ、お申し込みください。

　耐震化の補助制度には、計画策定、改修工事、屋根軽

家庭・地域で活躍する「防災士」の育成に支援

講座受講費の一部を助成

（公財）県住宅再建共済基金　 0797（83）3122問合せ

救
急
概
要

　
救
急
出
場
件
数
は
３
７
９
７

件
で
、
１
日
あ
た
り
20
・
９

件
。
搬
送
さ
れ
た
傷
病
者
は

３
４
０
１
人
で
、
う
ち
65
歳
以

上
の
高
齢
者
は
２
２
３
３
人
、

全
体
の
65
・
７
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

救
助
概
要

　
救
助
出
場
件
数
は
57
件
、
昨

年
か
ら
６
件
増
加
し
ま
し
た
。

「QQ ひろば」で

応急手当を体験

 築 35 年以上の住宅なら簡易耐震診断が無料に

すまいの耐震化  サポート
災害時の住宅再建・補修に最大 600 万円支給

　　　 フェニックス共済

建築指導課　 （740）1205問合せ 入時に最大 600 万円の給付を受けることができます。

　県内に家を所有しているか県内居住者が対象で、①地

震保険や他の共済に加入していても加入・給付可②住宅

の築年数や構造・規模などとは関係なく定額負担・定額

給付③あらゆる自然災害（地震や落雷などで発生した火

災など含む）が対象―が大きな特徴です。加入には印鑑・

口座番号が必要。

量化などもあります。対象は①昭和 56 年５月 31 日以前

に着工された住宅（屋根軽量化は木造）②対象住宅の所

有者。その他、条件がありますので確認の上、申し込ん

でください。予定数に達し次第、終了します。

上
半
期
を
振
り
返
る 

消
防
と
救
急

消
防
課　

（
７
５
９
）９
９
８
０

問
合
せ

台
風
や
大
雨
の
多
い
こ
の
時
期
に
、
防
災
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
防
災
の
日
」
に
は
先
着
１
０
０
人
に
耐
震
パ
ッ
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

出
火
原
因
の
１
位
は
「
放
火
」

救
急
出
場
件
数
１
日
に
約
21
件
で
昨
年
よ
り
増
加

危
機
管
理
室　

（
７
４
０
）１
１
４
５

問
合
せ

過去の大地震では、昭和 56 年５月以前の木造住宅

に大きな被害が発生しました。あなたの住まいの耐

震性は不足していませんか。対象の住宅には無料で

簡易耐震診断が受けられる他、改修工事などの補助

制度が利用できます

県内居住者が加入できる住宅共済の説明を、市役所

で実施。その場で申し込みを受け付けますを
県住宅再建
共済制度

いざという時、自分で家族を守るために

９月４日 午前10時―午後３時

＠アステ川西ぴぃぷぅ広場

1011 2016.09

消防課　 （759）9980問合せ

水かお湯を入れるだけでご飯ができる

アルファ化米　

長期間保存が可能な

保存水
落下物から頭を守る

ヘルメット

傷の保護に役立つ

包帯

長期間保存可能な

備蓄保存用パン
夜間や見通しの悪い場所を照らす

懐中電灯

急なけがに対応する

救急セット

もしもの備え 防災グッズ


